
開催期間： 2012年 1月 31日から 12 月 31日 Duration 

  一回目の送付の際は文字は黒で 2回目以降は修正部分を赤字にしてください   

スタッフ： 20Ｍｅｍｂｅｒｓ Staff 

  簡潔な短い文章にして下さい。やっつけ仕事禁止   

支援者： JCI高松メンバー116名 Sponsors 

  簡潔な短い文章にして下さい。やっつけ仕事禁止   



予算： 183,555 ＵＳ ｄｏｌｌａｒ Budget： 

  簡潔な短い文章にして下さい。やっつけ仕事禁止   

利益／損失： 2,666 US dollar (Nuthing But Net Campain Fund raising) Profit / Loss 

  簡潔な短い文章にして下さい。やっつけ仕事禁止   

誰の為に？ 高松市民 42万人 Who is benefited ?  

目的： 

・ＪＣＩ高松メンバーの人間力の更なる向上。 

・ＪＣＩ高松メンバーの組織力を生かした地域力の向上。 

・日本古来の精神文化・心の継承 

・地域に必要とされるひと・企業・組織への変革                                                          

Objective 



・未来を担う人財の創造 

3 行程度 400 字以内 

  

  

      

  簡潔な短い文章にして下さい。やっつけ仕事禁止   

概要： 

彼は、ＪＣＩ高松メンバーと以下の事業を開催した。 

 

・高松人間力大賞 2012 を開催し、地域市民へ魅力溢れる若者の活動を共有・情報発信する場を開催する。 

 

・高松教育委員会の後援の下、高松市内小学校 小学生低学年に対して電子紙芝居「米つぶ三兄弟」の教育実践事

業を実施する。 

 

・地域市民・行政・企業・各種団体と共に地域力・企業力・人間力向上を目的とした高松フォーラムを開催する。 

 

Overview 



・ＪＣＩ高松メンバーの人間力向上を目的とした例会事業を通して人財開発。 

・高松市民に対してＭＤＧの推進を図り、国際問題に関心を深める。 

・高松市内高校生を対象に領土領海問題に関する啓蒙活動。 

全部で 4００字以上     

  主語を忘れないこと、単語は 7 つ以下で 1 文とすること   

  

結果をキチンと確認しないとココは書けません。 

解らない場合はすぐに関係者、参加者にアンケートをとり 

関係者からのプラスとマイナスの評価を入手してさい。 

  



結果： 

理事長 沖川学はＬＯＭのリーダーとして信念と誇りを持って積極果敢に行動した。ＪＣＩ高松メンバーに、ＪＣＩと関わる

機会やトレーニングの場を提供し、ＪＣＩジャパンに２６名出向している。JCI 高松より１名のグローバルネットワークへ

導き、ＬＯＭメンバーにＪＣＩと関わる機会を創出した。ＪＣＩ高松より４名のＪＣＩ Ｐｒｅｓｅｎｔｅｒを受講し、メンバーの人間力

向上、地域に必要とされる人財を育成した。彼は、地域の教育力を高めるために高松市内小学校１７校、２，０３６名

の低学年児童に対して教育実践事業を実施。・高松市内小学校１７校、低学年児童２，０３６名に電子紙芝居「米つぶ

三兄弟」を実践。 これにより、児童に感謝のこころ、思いやりの気持ち、命の大切さを学ぶ機会を創造し、日本人の

心を継承した。                                                                                                                          

彼は、地域の教育力を高めるために高松市内高校生２５０名を対象に領土領海問題街頭アンケート実施。 これによ

り、高校生に領土領海問題に対する意識を高める機会を与えた。また、地方新聞にアンケート結果を掲載することに

より地域市民への領土領海問題について身近に感じる機会とし、国際問題に関する意識向上に繋げた。彼は人間力

の更なる向上の為に高松人間力大賞 2012、高松フォーラムを実施。 高松人間力大賞 2012 では、地域市民に地域

で光り輝く様々な分野で活動している若者の活動を共有し、情報発信、そして活動を支援する場を創造した。 高松フ

ォーラムでは、参加者３，５４８名に対し、フォーラムを通し、日本人の心継承し、人間力の向上に繋げ、地域市民・各

諸団体と協働事業により地域との繋がりを強化した。                                                                                                                 

彼は、一年間「①仲間を信じる ②自分に都合の良い嘘をつかない ③苦しいことから逃げない」３つの約束をメンバ

ーと共に守り、積極的にＪＣ活動し、Ａｃｔｉｖｅメンバーを増やし、会員拡大を主導することにより、１８名の新規会員を獲

得した。彼は、Nothing But Netsキャンペーンを積極的に取り組み、ユニセフ香川と協働し、多くの高松市民に啓蒙し

た。結果、ＪＣＩ高松では、2,666ＵＳdollarを募金した。高松フォーラム事業では、自動販売機を設置し、参加者 3,548名

に広く情報発信・募金活動を行った。 

  

  

地域の教育力向上の教育実践事業では、メンバーによるコーディネーター・ファシリテーター役で

メンバー各自が日本人の心・精神性を学び、授業の展開方法等を其々独自性を持って実践を行

ったことにより、各自のプレゼン力を向上させた。学校で実際に実践することにより、地域の人か

ら学校とともに地域の教育力を向上させる重要性を学んだ。 

  



  

教育実践に関しては、学校からのアンケート結果を参考に検証点、問題点や改善

点を見出した。 

  

  検証結果を簡潔に書いて下さい   

  主語を忘れないこと、単語は 7 つ以下で 1 文とすること   



行動： 

1/14     1月例会 新年会 

1/19～22  京都会議参加 

2/26     6ＬＯＭ合同例会参加 

3/6      3月例会                                                                 

3/10     日本ＪＣ 復興フォーラム盛岡参加 

3/23     高松人間力大賞 2013事業 

5/12     憲法タウンミーティング参加 

6/5      国際シティ創造例会                                                      

6月～11月 教育実践事業「米粒三兄弟」実施 

6/7～6/10  ASPAC香港大会参加 

6/23     四国地区会員大会参加 

7/3      7月例会 

7/21～22 サマーコンファレンス参加                                                   

7/31     香川ブロック会員大会参加 

8/3・4    高松フォーラム事業                                                               

「日本人の心継承フォーラム事業、地域交流フォーラム事業、まちづくりフォーラム事業                                                         

8/7      8月例会                                                                                   

9/1      四国地区エネルギリテラシー事業参加 

9/4      9月例会                                                                 

9/30     香川ブロックアカデミー事業参加 

10/7     10月例会 オープン例会事業 

10/11～10/14 全国会員大会参加 

11/6     11月例会 

11/18～11/23 世界会議参加 

11/6     11月例会 

12/8     12月例会 卒業式 

Actions Taken： 



全部で 200 字以上 

2000 字以内程度 

読めば委員会の事業前から 

事業後までの動きが 

だいだい、大まかに解るようにして下さい。 

  

      

考察や推奨 
目的のうちどの部分が達成されたのか？達成出来なかった部分

は何か？それは何故か？その改善策は？ 
  

全部で２００字以上     

  

高松人間力大賞 2012では、エントリー頂いた全ての方より「人間力大賞」事業の素晴らしさや地

域で活躍する若者の活動の情報発信の場として、参加者の方々に地域に対する愛着心や社会

貢献活動意識を高める機会となったと評価を頂いた。・教育実践事業「米つぶ三兄弟」では、小学

生よりＪＣＩ高松メンバーに事業の御礼のメッセージや食事の食べ残しが少なくなったこと、命の大

切さを学んだ事の手紙のメッセージを頂いた。 

Recommendations 



  

高松人間力大賞 2012事業 ＲＮＣ、四国新聞、ＮＨＫ，ＲＳＫの 4社に事前告知。四国新聞には事

業後新聞掲載（3月 25日 21万部新聞記事掲載）、ＮＨＫ高松にニュース番組「ゆう６かがわ」番組

放送（3月 29日）、 ・高松フォーラム事業 事前告知 岡山放送（8月 2日午後のニュース）、四国

新聞（8月 2日 21万部新聞掲載）、高松ケーブルテレビ（7月 17日、7月 28日放送）、広報たかま

つ 「takamatsu情報ひろば」14万 8千部に告知掲載、ＲＮＣラジオ（8月 2日ラジオ出演）、インタ

ーネットテレビ（8月 27日番組出演）、高松ケーブルテレビ 事業当日取材、香川経済レポート 事

後掲載（8月 25日号、9月 5日号、9月 15日号 2,750部掲載） 

  

 


